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１． はじめに 
近年，歯の治療方法の一つとして歯科インプラン

ト治療が普及してきている．このインプラント治療

は，失った自分の歯の替わりに，顎骨に人工歯根を

埋め込み，その歯根を土台として人工の歯を取り付

ける治療である．治療を成功させるためには，イン

プラントの埋込方向や深さ等を踏まえた顎骨への正

確な孔開け技術が必要となり，その訓練のために，

顎骨と構造や質感が類似した顎骨模型材料の開発が

求められている．顎骨はリン酸カルシウム等の無機

質とコラーゲン等からなる複合材料で，表面は皮質

骨と呼ばれ，無機質が多く硬く緻密であり，内部は

海面骨と呼ばれ，弾性繊維が多くハニカム構造のや

わらかく疎な材料である． 

ここでは，海面骨のハニカム構造を代替するもの

として，その多孔質性から木材の利用について検討

した．木材は，木繊維や導管，仮導管等の組織で構

成され元来多孔質である．ただ海面骨への孔開け作

業（ドリリング）時の感覚を再現するためには，多

孔質性を保持した状態でのドリリング時にほとんど

抵抗感を感じないレベルまでの強度低下が必要と考

えられ，当検討ではその手法の一つとして，木片か

ら脱リグニン処理を行い，強度性能等を調べた．ま

た，皮質骨用材料としては微細セルロース繊維の利

用を検討した．当繊維は，太さが数百ナノオーダー

のセルロース繊維で，乾燥時には自信の凝集力のみ

で固まり，乾燥固化物は孔開け作業等で割れること

もない．当検討では，乾燥条件等が乾燥固化物の硬 
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度に与える影響を検討した． 

 

２． 実験方法 
２．１ 木片からの脱リグニン処理 
試験にはスギ辺材から作製した30×30×5mm(接

線方向(T)×半径方向(R)×軸方向(L))の試験片を使

用した 

試験片からの脱リグニン処理は，減圧注入にて試

験片を飽水状態とした後，この飽水試験片を亜塩素

酸塩法にて処理することにより行い，脱リグニン量

の調整は処理時間，処理回数を調整することにより

行った． 
脱リグニン試験片等の残存リグニン量の測定は，

脱リグニン処理試験片等を乾燥した後粉砕し，硫酸

法1)にて行った．なお，処理前後の重量及び寸法から，

体積収縮率，重量減少率を求めた． 

強度測定は圧縮試験にて行い，乾燥後の脱リグニ

ン試験片等から10×10×5mm(T×R×L)の強度試

験片を切り出し，20℃，65%RHで概ね1週間以上養

生した後試験に供した． 

２．２ 微細セルロース繊維乾燥固化物 
微細セルロース繊維には，セリッシュ（ダイセル

化学工業 KY-100G）を使用した．当材料は，固形分

10%のスラリーで，成形後，五酸化リンを入れた減圧

デシケータで乾燥することにより，円盤試験片を作

製した．円盤試験片の硬度は，ビッカース硬度計を

用いて測定した． 

 
結果及び考察 
３．１ 木片からの脱リグニン処理 





たが多孔質性は保持された． 
・脱リグニン処理した試験片の処理時の寸法変化は，

その方向により異なり，L方向では僅かではあるが

伸張傾向が見られた． 

・微細セルロース繊維の乾燥固化物の硬度は，乾燥

条件等により大きく異なった． 
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